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地方独立行政法人化！ 

もっとよりそう都立病院へ 

 

＃GOTO予算を医療に回せ！ 

  

             病院支部では現在、セット共済・       

           火災共済の加入キャンペーンを実 

          施しています。 

               今年8月末までに新規加入された方に

はクオカードをプレゼント！ 

  配偶者・お子様、現在加入中の方で保障をアッ

プされた方（条件あり）もキャンペーン対象です。 

   火災共済は見積りをとって

いただくだけで500円分の

クオカードがもらえるキャン

ペーンも実施中です。 

    

   詳しくは病院支部書記局までお気軽にお問い

合わせください！ 

 7 日 NHK が

「新型コロナ患

者対応の医療従

事者の3割近く

がうつ状態」と

日本赤十字社医

療センターの調査結果を報道しました。全国の

病院で看護師をはじめとする医療従事者のボー

ナスカットなどが横行しています。まるでうつ

病の発病を促進しているかのようです。 

激務でうつになった労働者に賃下げの仕打ち 

コロナ対応で3割がうつ状態に 

あり得ない！    医療労働者の犠牲の上に成り立つコロナ対策 

コロナ禍で切り下げられる民間病院の労働条件 女子医大はボーナス全額カット 

 東京女子医大がコロナ禍で赤字に陥り夏の

ボーナスを全額カットしました。問題は女子医

大だけに限りません。日本医労連の夏のボーナ

ス調査によると回答した338医療機関のうち3割

に当たる115の医療機関で夏のボーナスが引き

下げられていました。引き下げの理由は、コロ

ナ対応などの影響で経営が悪化したからです。

今現在、感染者が再び急増しており、悪化した

医療機関の経営が改善される見込みはありませ

ん。ですからコロナ対応で経営難に陥っている

医療機関を国や都が早急に救済して労働条件悪

化を食い止めないと、大量退職から医療崩壊を引き起こしてしまいます。現に女子医では看護師の

退職希望者が400人にも達しています。このまま国が対策を取らなければ医療機関の経営は改善され

ず、冬のボーナスはさらにひどいことになります。日本全国の病院がコロナで経営悪化しているの

で、退職して労働条件の良いところに転職することは困難です。つまりこのコロナ禍の労働条件悪

化は個人的な解決策は難しいのです。労働組合に集まって労働条件を守り改善させましょう。 

 


